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医療

優
勝
候
補
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
・
ド
ジ
ャ
ー

ス
に
入
団
を
果
た
し
た
大
谷
翔
平
選
手
。
当

初
は
、
移
籍
に
伴
う
天
文
学
的
な
報
酬
額
に

話
題
が
集
中
し
た
が
、
そ
の
好
条
件
を
斜
め

に
語
る
寸
評
が
出
な
い
の
は
、
彼
の
爽
や
か

な
人
柄
か
ら
と
真
の
実
力
者
に
優
し
い
ア
メ

リ
カ
の
懐
の
深
さ
と
察
す
る
。

だ
か
ら
こ
そ
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
者
が
合
衆

国
を
目
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
投
打
二
刀
流
選
手
だ
け
に
、
そ
の

一
挙
手
一
投
足
に
注
目
が
集
ま
り
、
ど
う
で

も
い
い
取
材
内
容
が
報
道
番
組
を
席
巻
す
る
。

対
し
て
大
谷
選
手
は
慎
重
で
あ
る
。
渡
米
し

て
か
ら
の
期
間
を
考
え
れ
ば
、
語
学
力
も
相

当
に
進
歩
し
て
い
る
は
ず
だ
が
、
細
か
な
ニ
ュ

ア
ン
ス
伝
達
の
行
き
違
い
を
恐
れ
て
か
、
専

属
通
訳
の
役
割
を
重
視
し
て
い
る
。

そ
の
中
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
か
ら
「
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
と
ピ
ザ
の
ど
ち
ら
が
好
き
か
」
と

尋
ね
ら
れ
た
際
に
は
「
バ
ー
ガ
ー
」
と
即
座

に
英
語
で
対
応
し
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
の
人

気
料
理
三
傑
が
「
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、ピ
ザ
、ホ
ッ

ト
ド
ッ
ク
」
と
知
れ
ば
当
然
の
質
問
で
あ
ろ

う
が
、
害
の
な
い
設
問
だ
。

ア
メ
リ
カ
料
理
を
考
え
る
。
以
前
、
ト
ラ

ン
プ
前
大
統
領
が
来
日
し
、
安
倍
晋
三
元
総

理
大
臣
が
松
山
英
樹
選
手
を
伴
い
接
待
ゴ
ル

フ
に
興
じ
た
際
に
、
日
本
政
府
が
万
難
を
排

し
て
用
意
し
た
昼
食
は
名
人
が
作
っ
た
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
料
理
の
発
祥
国
に
つ
い
て
言
及
す

る
。
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
る
ピ

ザ
が
イ
タ
リ
ア
料
理
で
あ
る
こ
と
は
当
然
だ

が
、
世
界
中
に
店
舗
を
拡
げ
、
ビ
ッ
グ
マ
ッ

ク
指
数
と
呼
ば
れ
る
経
済
指
数
を
形
成
し
た

マ
ク
ド
ナ
ル
ド
を
は
じ
め
、
ア
メ
リ
カ
と
い

え
ば
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ

の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
は
ド
イ
ツ
か
ら
の
輸
入
品

で
あ
り
、
ロ
シ
ア
発
祥
と
い
う
説
す
ら
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
、
我
が
国
に
も
本
格

的
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
再
開

し
た
が
、
訪
日
観
光
客
に
圧
倒
的
に
人
気
が

あ
る
食
事
は
寿
司
で
も
天
ぷ
ら
で
も
な
く
、

ラ
ー
メ
ン
だ
と
聞
く
。

近
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
も
ラ
ー
メ
ン
店
の

開
業
ラ
ッ
シ
ュ
が
続
き
、
伝
統
的
な
パ
リ
の

カ
フ
ェ
で
も
フ
ラ
ン
ス
料
理
以
外
に
初
め
て

解
禁
さ
れ
た
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
に
続
く
の
は

ラ
ー
メ
ン
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
日
本
の
頑
固
お
や
じ
職
人
が
作
る
ラ
ー

メ
ン
も
元
は
中
華
料
理
で
あ
る
。

日
本
人
は
日
本
で
の
修
行
を
積
ん
で
な
い

ア
ジ
ア
人
が
営
む
海
外
の
寿
司
屋
を
「
イ
ン

チ
キ
な
寿
司
屋
」
と
軽
蔑
す
る
風
潮
が
あ
る
。

と
は
言
え
、
日
本
に
点
在
す
る
カ
レ
ー
屋
を

イ
ン
ド
で
、
ス
パ
ゲ
ッ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
を
イ
タ

リ
ア
で
、
町
中
華
を
中
国
で
と
、
開
業
前
に

発
祥
国
に
留
学
し
て
修
行
を
積
ん
だ
料
理
人

は
、
そ
う
は
い
な
い
は
ず
だ
。
焼
肉
屋
を
営

む
韓
国
人
も
在
日
2
世
や
3
世
で
あ
り
、
本

場
で
の
修
練
は
積
ん
で
い
な
い
。

そ
う
考
え
る
と
、
海
外
の
フ
ー
ド
モ
ー
ル

を
一
カ
所
で
提
供
す
る
日
本
の
居
酒
屋
は
実

に
偉
大
だ
。

内
外
各
地
に
自
慢
の
ご
当
地
料
理
が
存
在

す
る
わ
け
だ
が
、

人
の
往
来
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
発
展
な

ど
に
よ
り
、
ス

ポ
ー
ツ
同
様
、

料
理
も
ま
す
ま

す
ボ
ー
ダ
レ
ス

に
な
っ
て
き
た

の
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
小

生
は
、「
ラ
ー
メ

ン
大
好
き
小
池

さ
ん
」
で
あ
る
。
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ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
と
ピ
ザ
。
そ
し
て
ラ
ー
メ
ン

文
　

伊
藤
公
一   text  by K

ouichi Ito

1958 年生まれ。伊藤病院 3代目院長。
北里大学医学部卒業、東京女子医科大学大学院修了。医師になって以来、
国内外にて一貫してバセドウ病、橋本病、甲状腺癌など甲状腺疾患に対する
診療と研究にひたすら従事。
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伊藤病院 http://www.ito-hospital.jp/
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